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「光 と 影 」 の 教 材 化 と 実 践 （第 二 報 ）

　　　　 ・一　造形活動に お け る展開 と実践の 考察　 1　 一

Q 飯 村 静 江
．

尾 崎 春 人 　安 保 貴 子 （銀嶺幼稚園）

1．は じめ に

　 私達 の 日常生活 の 中に、常 に つ い て まわるもの と

して影が あ る 。 そ して そ れは水や空気と同 じで 、存

在そ の もの を余 り意識せ ず 、 当た り前の よ うに 捉え

て い ると こ ろ があ る。

　 影 は太陽や 月、燈火な どの 光 、 物体 に よ っ て 光が

遮 られ た暗い部分、 そ して物体の形や色が 映 っ て 見

え る もの とされて い る。しか し影は視覚的 に捉え ら

れ るに もかかわ らず 、
つ かみ取るこ とは で きず、 影

を自由に 切 り取 っ たり、 他の 場所へ 移す こ とが で き

な い 。 そ して 影はど こ から来て ど こ へ 帰 るの かなど

そ れ は ミス テ リア ス な 要素を た くさ ん 持 って い る
。

　　日本人が
“
かげ

”
をどの ように認識して い る か を

そ の 言葉 の 意 味や 使 い 方 か ら 見 る と、　
“
か げ

”
に は

　
“

影
”

と
“

陰
n

とい う使い方が され て お り、両方に

共通 して 言 え る こ とは、
“
目立 た な い 存在

”
と して

捉え、そ して 「陰 で 悪 口 を言う」 「陰で 糸を引 く」

　 「影 が 薄 い 」 とい うよ う に 、 悪意 や 弱 る、死 と い っ

た マ イ ナ ス イ メージで 捉えて い る 面 と 、 「陰 に なり

日向 に な り」 「陰 ながら」 「お陰様 で 」 とひ そ か な

思 い や心 の 有 り様 として 捉え る面があ る 。

　　日 本で も古くか らポピ ュ ラ ーなあそ び と して 、あ

そび継がれ て きた影絵あ そ びや影ふ みは 、 言葉の 意

味や使 い 方 とい っ た心理的側面か ら生 まれたもの と

い うよ りは、自然環境や家屋 の 構造 、 障子文化な ど

が そ の 背景 と して 生まれ て きたように思 わ れ る。

　 今回 「光と影」とい う教材を、自由な形 で 子ども

達 に投げかけ 、 影を扱っ たあ そ びや創作、造形活動

を計画 した。その 過程を通 して 、 想像力や 知的思考

力を刺激する方法 として 「光と影」 が、どの よ うに

生か されたた かを考察した い 。

皿．造形活動へ の取り組み と子どもの姿

a ．実施期間

b．実施内容

1995年 10月 11日〜11月 7日

1 クラス 35 名の 3．4，5才児

異年齢構成に よ る 5 ク ラ ス が、次

の ような取り組み を した 。

A 組 影あ そ び や絵本を 通 して 、 子ど もは 「光が あ れ

　　ば影がある」 「影の 中に 入 る と影が消える」な ど

　　実物が つ くる影 の 意外性に気 づ い た 。 保育室の 窓 ．

　　か ら差 し込む光に よ っ て 出来 る机や棚、教具な ど

　　の影の面白さ か ら 、 光を ス ポ ッ トラ イ トで 作りス

　　ク リーン を通 して 自分た ちの 好 きな影作りに取り

　 組んだ 。 は じめは
一

つ の実物を色々 な 角度か ら光

　　を当て 、二 つ 、三 つ と数を増や し、 重ね た り並 べ

　　た りして影づ くりを した 。 そ の 経験 の 中か ら、 「

　 何か物を表現する」こ とを思い つ き、 園内に ある

　 積み 木 、 遊具、布、テ ーブル 、 針金、 洗濯ばさみ、

　 脚立 な ど を並 べ
、 重ね 、 テープ で貼る などして 、

　 何を ど こにどう使 っ たら怪獣らしくな るか、あれ

　　これ試 した り、ア イデ ィ ア を出し合い 、 「怪獣対

　　ドラ ゴ ン 」を造 り上げた。更 に 臨場感 を 出すた め

　　に OHP で背景を映し出すなどの 工夫を した 。

　　 （図 1 − 5 − B 〜 D の 部分）

B 組　影ふ み 丶 絵本 、 OHp を使 っ て 影を見 た り映す

　 経験を通 し、 子どもたちは光と影の 存在 に気 づ い

　　た，，そ の 中 で 、 「映画は ど う して 映 る の だろ う」

　　とい う疑問を もっ た 子の 言葉が き っ か けとな り、

　　動画づ くりに挑戦す る こ と に な っ た。

　　幅8．8   の紙に縦 6   x 横 5．7cmの 画面が 13枚繋

　　が っ た映画 フ ィ ル ム 状の 用紙を 珊意 し、そ れ に 臼

　　分の 好 きな 絵を描き 、 回転台 の 上 に 乗せ て 回 して

　　み る と丶絵は ど の よ うに 見え る かを試 して みた 。

　　その 結果 、 どんな絵にすると動 い て 見え る か 、 表

　　情を変え る に は ど う した らよ い か 、 回転の 速度に

　　よ っ て 見やすさに違 い があ る こ とな どに 気づ き、

　　工 夫 した 絵を描い たり、 繰 り返 し試 したりした 。

　　又見 る焦点を
一

ヵ 所 に 集中す る方が 、 よ り動画と

　　して の 効 果を高め る こ と に 気づ き、 筒状の 覗 き穴

　　を作 っ た りした。　（図 1 − 1 ．− C ，D の 部分）
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魚 示 配 笹 図 （図 1

C 組　晴天 の 日 に庭 に出て 、 自分の影で あ そ ん だ り、

　　友達 の 影や物 の 影を割 り箸を使 っ て なぞ っ た り 、

　　人の影を物を使 っ て 作っ た りした こ とを きっ か け

　　に、影当て ゲーム や影づ くりを して あそ ん だ。そ

　　の 中で変化の ある多様な投影面と光の 位 置や光 の

　　当た る物の 角度を変 え る こ とに よ り、 意 外性 に 富

　　ん だ影が で きる こ と に 興味を持 っ た。そ こ で 、 階

　　段など変化 の ある投影面に は は さみ、歯 ブラ シ、

　　ホ ッ チキス、フ ォ
ー

ク 、 洗濯ば さ みな どをぶ らさ

　　げ光の 位置や物の 角度を変え る物に は 、 植木鉢と

　　ス ポ ン ジ 、 洗濯ばさみ を使 い横か ら見る と ア ヒル

　　の 影 、 正 面か ら見 る と花瓶に見え るとい う もの を

　　作った 。 変化 の あ る 投影面で は長 い 影 、 ジグザ ク

　　に 見える影などが で き、影の不思議さ に 興味を も

　　った。　 （図 1 −．− 3 − E の 部分）

D 組 　影で あそ ん で い る う ちに 、 影の位置がゆ っ くり

　　時間の 経過とともに移 っ て い くこ とに気づ い た 。

　　丁度年長児は太陽系に つ い て の 話題 に興味を もっ

　　て い た こ と もあ り、地球 が 自転 し、 朝、 昼 、 夕刻

　　へ と 日が移る に っ れ、影の位置が替わる こ とを知

　　っ た。そ れを確か め る方法と して 影時計を作 る こ

　　とに な っ た 。 屋上に 90  四方の 板 に紙を貼 り、 三

　　角板 を立 て、．磁石 と時計 を 置 い て 、 白紙 の 上 の 影

　　の位置を
一・

定時刻に印を し、 時計の 目盛 りと した

　　ゆ っ く り移 る 影 の 位置が 時計 の 役目をする こ とに

　 す ぐに 気 づ き、 こ れ を ヒ ン トに 自分 の 影時計を画

　 用紙で 作 っ て み た。作 り始 め た 10月半ば過 ぎと 11

　 月 で は、影 の 位置が同
’
じ時刻で も一致 しな くな っ

　 た こ と に 気づ い て い っ た 。 光 と影の 関係を超え て

　 太陽と地球の 位置関係に気づ く大切 な経験 に結び

　 つ けばと思 つ た。展示 の ための 光源 は 天井 に 設置

　　して あ る ス ポ ッ トラ イ トをうか い
、 1子ど もた ちが

　 それぞ れ 工 夫 した針 の 部分が影時計に映し出され

　 面白い 雰囲気を出して い た 。

　　　　　　　　　　（図1 − 1 −・・B ，C 部分）

E 組　外に出て 回りを見回すと、どんな物に も影が あ

　　る こ とに 子 ど もた ちは 気づ い た 。 走 る とつ い て く

　　る 影 、 自分と同じに 動 く影 、 子ども達と影あそび

　　を す る 中で 、どん な に カ ラ フ ル な洋服や 物 で も、

　　影に な る と真 っ黒 に な る こ と 、 穴があ い て い た り、

　　透明 な もの は 光を 通 し、 影が で きな い こ と に 改め

　　て 気 づ い た 。 そ こ で 、 透明 フ ィ ル タ
ー

を使い 、 ス

　　デ ン ドグラ ス を作 っ て み る こ とに な っ た。全紙 の

　　ラ シ ャ 紙 に子ども達 の 好 きな 「ぞ うの エ ル マ
ー
」

　　をデザイ ン し、影の部分を残し、セ ロ フ ァ ン を貼 っ

　　て 仕上 げ て い っ た。光 は蛍光灯 の フ ッ トラ イ トを

　　使用 し、 影と色 フ ィ ル タ
ー

の美し さ をひ きたた せ

　　るよ うに した 。　　 （図 1 − 3 − A の 部分）

　以上 5 クラス の 造形活動の 過程を、11月 3 日 の 造形

の 日 に 展示 （図
．− 1） し、 色 々 な 角度か ら 「光と影」

に対する活動を園児 、 保護者に体験 して もらっ た 。

皿 ．考察とま とめ

Cl）造形活動か ら 2 ヵ 月後、男35名、 女26名、 計61名 の

年長児を対象に 、   影っ て な ん で すか ？、   影は どう

して で きますか ？に つ い て イ ン タ ビ ュ
ー
形式に よ る 調

査を お こ な っ た 。 そ の 結 果  の質問 に 対 し、影 は同じ

よ うに 動 く、真似 る 、
つ い て くる とい っ た 回答が 37件、

次 い で 影 は黒 い 、 色がな い などが 34、 そ の 他雨の 日や

暗い とで きな い 、 影は映るもの など3i項 目に 璽 る 回答

が あ っ た 。   に つ い て は 太 陽 、 お 日様がある か らぞき

る と回答した の が45、明 る い とこ ろ や 日向 で で きる な

どと回答した の が13、 電気や懐巾電灯 で で き る 12、光

が照 らす とで きる 10、 そ の 他 で 計23項目の 回答が あ っ

た 。 この 回答の 内容結果か ら、 子 どもたちが影で あ そ

び 、 光と影を使 っ て 活動経験 した こ とが 、想像力を刺

激し、 知的思考力を刺激する結果に導かれたと思 う。

（2）「光と影」の 教材化は、子どもに 自由な形 や 方法で

繰 り返 しあそ び 、 試 し、 造るとい う経験を通 し、子 ど

もの 興味や 関心を引き出すた め の
、 保育者の 認識、 ヒ

ン ト、環境設定などの 配慮が重要なポイ ン トに なる。
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